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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に改善が見られ、景気は緩やかな

回復基調が続いているものの、個人消費の持ち直しについては勢いが見られず、円安に伴う原材料価格の高騰や欧

州の金融不安など、依然として先行きは不透明な状況で推移いたしました。

 当社グループの主要な事業にあたる輸送業界では、貨物輸送量の減少基調が続く中、人手不足を背景とした外注

費の上昇やドライバー不足などの課題も経営圧迫要因となり、厳しい経営環境が続きました。

 このような状況のもと、当社グループは、２年目となる中期経営計画「“ＪＵＭＰ ＵＰ 70” ～未来への変革

～」の数値計画を達成できるよう、各施策を着実に実行し、当社の企業価値向上に向けて一丸となって邁進してま

いりました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,311億26百万円（前年同期比1.3％増）、営業利益は54億78百

万円（前年同期比83.0％増）、経常利益は61億91百万円（前年同期比70.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は38億38百万円（前年同期比50.2％増）となりました。

 

 セグメント業績は、次のとおりであります。

 

①輸送事業

 輸送事業におきましては、中期経営計画のもと、輸送ネットワークの安定、ロジスティクス事業の拡大、国際化

への対応などの主要施策を着実に実施することで収入の拡大と利益の確保に努めてまいりました。

 輸送事業グループの中核会社にあたる西濃運輸株式会社では、新規顧客の獲得やロジスティクス事業の拡大を図

りながら適正運賃・料金収受、燃料サーチャージ収受の積極的な交渉を推進し、営業戦力・費用の適正管理にも取

り組むことで、収入・利益の確保に努めてまいりました。また、600km圏内運行のドッキング化による運行便の仕

組みを変更し、路線乗務社員の定着と採用力の向上を図るとともに、輸送の良循環による品質精度の更なる向上に

努めてまいりました。

 この結果、売上高は984億74百万円（前年同期比2.2％増）となり、営業利益は39億48百万円（前年同期比

162.2％増）となりました。

 

②自動車販売事業

 自動車販売事業中、乗用車販売におきましては、前年同期に貢献した新型車の売上が後退したことにより、新車

販売台数は前年同期実績を下回る結果となりました。一方、中古車販売は、小売台数が消費税引上げ後の反動によ

り伸び悩んだ前年より回復したため、下取り台数不足により卸売台数は減少したものの、収益を確保することがで

きました。

 トラック販売におきましては、新車販売台数は、引き続き底堅い需要が継続し、前年同期実績を上回りました。

また、車検整備をはじめとする整備需要の取込みと中古車・部品販売にも注力した結果、その実績は、前年同期実

績を上回りました。

 この結果、売上高は217億26百万円（前年同期比2.3％増）となり、営業利益は12億70百万円（前年同期比5.0％

増）となりました。

 

③物品販売事業

 物品販売事業におきましては、燃料や紙・紙製品に代表される物品の販売を行っております。燃料販売では原油

価格の影響を受けて販売単価が下落したものの、家庭紙販売が堅調に推移し、販管費の減少等もあり、売上高は71

億91百万円（前年同期比11.6％減）となりましたが、営業利益は１億52百万円（前年同期比73.0％増）となりまし

た。

 

④不動産賃貸事業

 不動産賃貸事業におきましては、主に都市開発の影響や狭隘化などの理由で代替化措置が図られたトラックター

ミナル跡地や店舗跡地などを賃貸に供することで経営資源の有効活用に努めております。売上高は３億71百万円

（前年同期比5.4％増）、営業利益は３億19百万円（前年同期比4.7％増）となりました。

 

⑤その他

 その他におきましては、情報関連事業、住宅販売業、建築工事請負業、タクシー業および労働者派遣業などを行

っております。また、企業向け金融サービスも提供しております。売上高は33億63百万円（前年同期比0.1％

増）、営業利益は１億10百万円（前年同期比52.2％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、5,703億16百万円と前連結会計年度末に比べ217億91百万円の増加とな

りました。のれんが増加したことなどが主な要因であります。負債については、2,041億73百万円と前連結会計年

度末に比べ189億63百万円の増加となりました。長期借入金が増加したことなどが主な要因であります。また、純

資産については、3,661億42百万円と前連結会計年度末に比べ28億28百万円の増加となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 わが国経済の今後を見通しますと、雇用・所得環境の改善傾向が続く中で、各種政策の効果もあり、緩やかな回

復基調が続くものと思われますが、海外景気の下振れが懸念されるなど、先行きに不透明感が残されております。

 当社グループの事業の中心を占める輸送業界におきましては、燃料費の値下がりはあるものの、個人消費、住宅

建設の回復に弱さが見られるなど、貨物輸送量の減少が見込まれ、引き続き予断を許さない経営環境が続くものと

予測されます。

 このような状況の中で、更なる経営効率の向上を図り、一層の利益確保に努めてまいります。

 なお、当社グループの第２四半期連結累計期間および通期の連結業績につきましては、平成27年５月13日の決算

短信で公表いたしました連結業績予想の数値に変更はありません。

 

 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第１四半期連結累計期間において、株式会社ＫＳＫホールディングスの株式を新たに取得したことにより、連

結の範囲に含めております。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 当第１四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記

載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は

売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し

ております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ60百万円減少し、税金等調整前四半期

純利益は5,534百万円減少しております。また、当第１四半期連結会計期間末ののれんは26百万円減少し、資本剰

余金は5,508百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 75,652 70,565 

受取手形 8,004 7,648 

営業未収金及び売掛金 97,253 96,286 

有価証券 16,345 16,342 

たな卸資産 9,965 10,746 

繰延税金資産 4,950 6,624 

その他 9,378 5,468 

貸倒引当金 △211 △186 

流動資産合計 221,337 213,494 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 81,104 81,587 

機械装置及び運搬具（純額） 16,812 17,533 

工具、器具及び備品（純額） 1,466 1,448 

土地 169,156 171,324 

建設仮勘定 5,812 10,296 

その他（純額） 682 3,552 

有形固定資産合計 275,033 285,743 

無形固定資産    

のれん 5 17,490 

その他 4,150 4,083 

無形固定資産合計 4,155 21,574 

投資その他の資産    

投資有価証券 33,753 34,797 

長期貸付金 119 271 

退職給付に係る資産 4,385 4,309 

繰延税金資産 5,761 5,734 

その他 4,334 4,873 

貸倒引当金 △356 △482 

投資その他の資産合計 47,998 49,504 

固定資産合計 327,187 356,822 

資産合計 548,524 570,316 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 4,254 4,228 

営業未払金及び買掛金 39,826 37,287 

短期借入金 2,551 3,653 

未払金 12,863 13,292 

未払費用 13,624 19,020 

未払法人税等 3,299 3,171 

未払消費税等 9,086 5,981 

その他 16,322 18,763 

流動負債合計 101,829 105,398 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 10,035 10,032 

長期借入金 54 11,652 

繰延税金負債 4,363 4,243 

役員退職慰労引当金 1,542 1,582 

退職給付に係る負債 64,453 65,531 

資産除去債務 2,548 2,579 

その他 383 3,153 

固定負債合計 83,381 98,775 

負債合計 185,210 204,173 

純資産の部    

株主資本    

資本金 42,481 42,481 

資本剰余金 74,260 80,584 

利益剰余金 235,133 234,794 

自己株式 △8,703 △9,665 

株主資本合計 343,172 348,195 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 11,948 12,734 

土地再評価差額金 △130 △130 

為替換算調整勘定 △102 △141 

退職給付に係る調整累計額 △1,143 △1,135 

その他の包括利益累計額合計 10,572 11,326 

非支配株主持分 9,568 6,621 

純資産合計 363,314 366,142 

負債純資産合計 548,524 570,316 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 129,409 131,126 

売上原価 118,386 117,179 

売上総利益 11,022 13,947 

販売費及び一般管理費 8,029 8,469 

営業利益 2,992 5,478 

営業外収益    

受取利息 17 12 

受取配当金 319 358 

負ののれん償却額 1 － 

持分法による投資利益 85 161 

その他 227 324 

営業外収益合計 651 856 

営業外費用    

支払利息 6 14 

シンジケートローン手数料 － 121 

その他 3 7 

営業外費用合計 9 143 

経常利益 3,634 6,191 

特別利益    

固定資産売却益 61 118 

特別利益合計 61 118 

特別損失    

固定資産処分損 72 12 

投資有価証券評価損 2 － 

減損損失 5 298 

商号変更関連費用 90 － 

その他 6 － 

特別損失合計 177 310 

税金等調整前四半期純利益 3,519 5,999 

法人税、住民税及び事業税 2,853 4,390 

法人税等調整額 △1,916 △1,923 

法人税等合計 936 2,466 

四半期純利益 2,582 3,532 

非支配株主に帰属する四半期純利益 27 △305 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,554 3,838 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 2,582 3,532 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 540 792 

為替換算調整勘定 △12 △39 

退職給付に係る調整額 102 8 

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △6 

その他の包括利益合計 633 754 

四半期包括利益 3,215 4,287 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,184 4,592 

非支配株主に係る四半期包括利益 31 △304 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,519 5,999 

減価償却費 3,479 3,554 

減損損失 5 298 

負ののれん償却額 △1 － 

のれん償却額 1 1 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 △30 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △51 39 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 353 575 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △29 △87 

受取利息及び受取配当金 △337 △370 

支払利息 6 14 

投資有価証券評価損益（△は益） 2 － 

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 10 △106 

持分法による投資損益（△は益） △85 △161 

売上債権の増減額（△は増加） 5,838 3,213 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,395 △845 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,924 △3,976 

未払費用の増減額（△は減少） 4,934 5,006 

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,447 △3,284 

その他 676 1,339 

小計 14,439 11,179 

利息及び配当金の受取額 666 662 

利息の支払額 △6 △14 

法人税等の支払額 △7,751 △4,632 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,349 7,194 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △2,504 △2,965 

定期預金の払戻による収入 2,439 2,743 

譲渡性預金の預入による支出 △10,000 △2,000 

譲渡性預金の払戻による収入 10,000 － 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,057 △7,652 

有形及び無形固定資産の売却による収入 87 145 

投資有価証券の取得による支出 △251 △9 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △14,905 

子会社株式の売却による収入 37 － 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 56 78 

貸付けによる支出 △4 △9 

貸付金の回収による収入 16 6 

その他 △4 △6 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,184 △24,573 
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    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － 814 

長期借入れによる収入 － 11,900 

長期借入金の返済による支出 △23 △5,211 

非支配株主からの払込みによる収入 4 4,917 

自己株式の取得による支出 △2 △0 

自己株式取得目的の金銭の信託の払戻による収入 － 2,010 

配当金の支払額 △2,188 △4,177 

非支配株主への配当金の支払額 △60 △61 

その他 △0 △121 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,270 10,070 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △2 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,891 △7,311 

現金及び現金同等物の期首残高 55,556 66,777 

現金及び現金同等物の四半期末残高 57,448 59,466 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。これに伴う影響

は、２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示（会計

方針の変更）に記載のとおりであります。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売 

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸 

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 96,318 21,238 8,138 352 3,361 129,409 － 129,409 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
303 1,652 6,376 － 6,162 14,495 △14,495 － 

計 96,622 22,890 14,514 352 9,524 143,904 △14,495 129,409 

セグメント利益 1,505 1,209 88 305 231 3,340 △347 2,992 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△347百万円には、セグメント間取引消去△107百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△240百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売 

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸 

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 98,474 21,726 7,191 371 3,363 131,126 － 131,126 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
339 2,613 5,156 － 1,891 10,001 △10,001 － 

計 98,813 24,340 12,347 371 5,255 141,128 △10,001 131,126 

セグメント利益 3,948 1,270 152 319 110 5,801 △323 5,478 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△323百万円には、セグメント間取引消去26百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△350百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 「輸送事業」セグメントにおいて関東運輸株式会社及びその子会社を新規連結いたしました。当該事象

によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては17,486百万円であります。なお、のれん

の金額は、当第１四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定さ

れた金額であります。
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